1-2-2. 社会特性
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1 人　口
芦田川流域のうち、流路延長5.1kmのうち3.9kmと沿川区間の大部分を占める高石市の人口動向を見てみると、昭和30年には29,706人であった人口が、昭和41年の市制施行を経て高度経済成長により、大阪圏のベッドタウンとして農地の宅地化が進み、急激な人口増加が見られました。
また、臨海部への企業進出に伴い、市内の多くの社宅が立地したことも、人口増加の要因になりました。

このような急激な人口増加は昭和47年頃から次第に鈍化し、人口は昭和60年頃をピークにそれ以降は減少しています。

図1-8　人口推移

 
2 産　業
全　般
第1次、第2次産業の就業者数は、年々減少傾向にある一方、サービス業や飲食業などの第3次産業の就業者数は、増加傾向にあります。このような状況の中、代表的な産業として、工業は堺・泉北臨海工業地帯に含まれており、石油製品製造業や化学工業などにより貴重な雇用の場となっています。
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図1-9　就業者比率
a)農　業
高石市の農業は、ほぼ全域が平坦な地形に恵まれ、市街化の進む前は、市内全域で麦や稲作をはじ

め、ねぎなどの野菜の栽培や養鶏が盛んに行われていました。
市街化の進行につれて、農地は急激に減少し、昭和60年に71haあった農地は平成17年では16haまで減少しています。

平成17年1月末時点の農家数は、161戸、637人で、ほとんどが第2 種兼業農家であるが、大都市に近い地理的な好条件を活かして、ねぎなどの野菜作りや稲作を中心とした営農が行われています。

しかし、近年の都市化の進展にともない、営農環境の悪化や農業者の高齢化、後継者の減少問題などが生じてきています。
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図1-10　経営耕地面積の推移・専業農家数の推移
b)林　業
上流域の和泉市には、丘陵地がありますが、自衛隊の演習場として利用されており、林地としての利用はありません。
c)工　業

高石市の工業の主体は、堺・泉北臨海工業地帯に含まれる臨海部にあり、臨海部の石油製品製造業や化学工業等の大規模企業が製造品出荷額の大部分を占めています。しかし、臨海部、内陸部に分布する中小企業も市内の活力の維持や雇用の場の確保において、大きな役割を果たしています。

平成20年12月31日現在でみると、事業所数は131、従業者数は4,037人、製造品出荷額は約5,537億円となっています。そのうち、化学工業製品製造業が4,305億円で78％を占めています。また、大阪府全体の製造品出荷額に対し、高石市全体の製造品出荷額は4％にすぎませんが、化学工業製品製造業については22％を占め、主要産業となっています。

[image: image3.emf]産業分類 事業所数 構成比(％) 従業員数(人) 構成比(％) 出荷額等（万円) 構成比(％)

総　　数 131 100 4,037 100 55,368,382 100

09 食料品製造業 4 3.05 504 12.48 x x

10 飲料・たばこ・飼料製造業 2 1.53 85 2.11 x x

11 繊維工業 14 10.69 40 0.99 13,454 0.02

12 木材・木製品製造業(家具を除く） 1 0.76 5 0.12 x x

13 家具・装備品製造業 1 0.76 1 0.02 x x

14 パルプ・紙・紙加工品製造業 3 2.29 37 0.92 76,300 0.14

15 印刷・同関連業 6 4.58 86 2.13 229,581 0.41

16 化学工業 17 12.98 1,554 38.49 43,049,506 77.75

17 石油製品・石炭製品製造業 2 1.53 333 8.25 x x

18 プラスチック製品製造業 (別掲を除く） 5 3.82 34 0.84 16,911 0.03

19 ゴム製品製造業 6 4.58 82 2.03 78,185 0.14

20 なめし革・同製品・毛皮製造業 - - - - - -

21 窯業・土石製品製造業 5 3.82 77 1.91 559,234 1.01

22 鉄鋼業 6 4.58 214 5.30 2,980,492 5.38

23 非鉄金属製造業 3 2.29 33 0.82 95,968 0.17

24 金属製品製造業 17 12.98 520 12.88 1,491,412 2.69

25 はん用機械器具製造業 5 3.82 17 0.42 37,158 0.07

26 生産用機械器具製造業 13 9.92 262 6.49 810,628 1.46

27 業務用機械器具製造業 1 0.76 2 0.05 x x

28 電子部品・デバイス・電子回路製造業 - - - - - -

29 電気機械器具製造業 4 3.05 14 0.35 21,100 0.04

30 情報通信機械器具製造業 - - - - - -

31 輸送用機械器具製造業 6 4.58 79 1.96 103,521 0.19

32 その他の製造業 10 7.63 58 1.44 32,520 0.06


表1-18　工業の分類状況
d)商　業

高石市の商業は、年間販売額が51,761百万円（平成19年）です。住宅街という性格を反映し、日用品の供給を目的とした小売業が主体となっており、店舗は、高石、羽衣、富木の主要3駅周辺に集中しています。また、大阪市、堺市等近隣諸都市とのかかわりが強く、多くの業種で競合状態にあります。
[image: image4.emf]商店数(店) 従業者数(人) 年間販売額(万円)

卸売業 小売業 卸売業 小売業 卸売業 小売業

S60 68 810 619 2,755 1,997,637 4,049,210

S63 75 823 527 3,037 2,519,524 4,397,833

H3 91 778 731 3,104 3,392,786 4,765,163

H6 85 729 597 3,314 2,533,612 5,127,159

H9 71 676 568 3,158 2,743,415 4,876,179

H14 75 582 562 3,120 2,567,772 4,121,015

H19 66 479 405 2,743 1,642,146 3,533,973

年


表1-19　商店数・従業者数の推移（H21版　高石市統計書）

3 
公共施設・レクリエーション施設
河口部には海洋性スポーツの拠点として浜寺水路があり、隣接する浜寺公園とともに住民の憩いの場として親しまれています。

中流域は、高石市第4次総合計画基本構想では芦田川を含む市役所周辺地区を市民が集い楽しめる機能の充実を図る地域として位置付けられており、すでに芦田川ふるさと広場が整備されています。
上流域は、自衛隊の演習地となっており立ち入ることはできません。
[image: image5.emf]
図1-11　公共施設・レクリエーション施設位置図
流域内の社会特性に関しては、流路延長5.1kmのうち3.9kmと沿川区間の大部分を占める高石市について取りまとめます。





①人　　口


高石市の人口は、約59,600人（平成22年）で、高度経済成長期に大阪圏のベッドタウンとして急激に増加しました。その後、人口の増加傾向は昭和40年代後半から鈍化し、昭和60年をピークに人口は減少しています。


②産　　業


産業分類別就業者数の推移をみると、第1次産業（農林水産業）、第2次産業（鉱業、建設業、製造業）は、年々減少傾向にあり、サービス業や飲食業などの第3次産業の就業者数は増加傾向にあります。


農業は、ねぎなどの野菜づくりや稲作を中心とした営農が行われています。


工業は、堺・泉北臨海工業地帯に含まれる臨海部が主体であり、その中でも化学工業製品製造業が主要産業となっています。


商業は、住宅街という特徴を反映し、日用品の供給を目的とした小売業が主体となっています。


③公共施設・レクリエーション施設


河口部には海洋性スポーツの拠点として浜寺水路があり、隣接する浜寺公園とともに住民の憩いの場として親しまれています。


中流域は、高石市第4次総合計画基本構想において市民が集い楽しめる機能の充実を図る地域として位置付けられており、すでに芦田川ふるさと広場が整備されています。
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